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１．はじめに 
 第４回朝来市議会定例会の招集に当たり、議員各位のご健勝をお慶び申

し上げますとともに、日頃のご精励に対して心から敬意を表し、深く感謝申

し上げます。 

 令和４年度当初予算(案)をはじめとする関係諸議案のご審議をお願いす

るに当たり、私の市政運営に対する所信を述べ、議員各位並びに市民の皆様

のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 さて、私は、昨年４月に執行された市長選挙におきまして、市民の皆様を

はじめ、各方面の皆様からの力強いご支援と温かいご厚情を賜り、市長の職

に就かせていただきました。大変光栄に存じ上げるところであり、その責任

の重さに一層身を引き締め、市民の皆様の信頼と期待にお応えするため、私

の政治信条であります「全ての住民の皆さんが幸せを実感できるまちづく

り」の実現に向け、全身全霊を傾注してまいる所存でございます。 

 また、昨年 10月には市議会議員選挙が執行され、18名の皆様が議員とし

て選出され、新たな議会の体制がスタートいたしました。議員各位には、私

ども行政と市政推進の両輪となって、朝来市のまちづくりを強力に推進す

るため、一層のご尽力とご協力をお願い申し上げます。 

 

２．新型コロナウイルス感染症について 
はじめに、新型コロナウイルス感染症に罹患された方々とご家族の皆様

に心からお見舞い申し上げますとともに、感染リスクと日々向き合いなが

ら最前線の現場でご尽力いただいている医療関係者や介護従事者の皆様を

はじめ、私たちの暮らしを支えていただいている全てのエッセンシャルワ

ーカーの皆様に深く敬意を表し、感謝を申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症は、変異を繰り返しながら世界中に猛威を振

るい、国内においても、幾度の緊急事態宣言等が発出されるなど、未だに収

束の兆しが見えない状況であります。本市においては、感染拡大防止策とし

てワクチン接種を推進するとともに、議員各位のご理解をいただく中で、市

民や事業者等に対する各種の支援制度を実施してまいりました。 

なお、３回目のワクチン接種については、昨年 12月からの医療従事者に

対する先行接種後、順次、高齢者施設・介護施設の入所者及び従事者、高齢

者、市民へと国の方針に基づきながら進めております。また、２月 19日か

ら４月９日までの間、市内６か所に集団接種会場を設け、希望される市民の

皆様がスムーズに接種を行えるよう全力で対応しております。 
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今後も機を逸することなく、市民の皆様、そして市内経済を元気にするた

め必要な施策を講じてまいりますので、議員各位のご理解とご協力をお願

いいたします。 

 

３．市政運営の基本的な考え方について 
 それでは、令和４年度を迎えるに当たり、市政運営の基本的な考え方を申

し上げます。 

 令和４年度を初年度とする「第３次朝来市総合計画」と「第４次朝来市行

財政改革大綱」を基本に据え、財政規律を遵守した健全な財政運営を維持し、

誠実かつ公正な市政運営に取り組んでまいります。 

少子高齢化という構造的な問題を抱える我が国は、既に「超高齢社会」に

突入しておりますが、局面打開のため、地方創生の名の下に、限られた人口

を各地域に呼び込もうとする自治体・地域間競争が激しくなっています。人

口政策を最重要課題とした第２次朝来市総合計画も同様に、若者世代を軸

とした次世代につながるまちづくりに取り組んでまいりましたが、第３次

総合計画では、「人と人がつながり 幸せが循環するまち～対話で拓く朝来

市の未来～」を将来像に掲げ、既存の制度を更に研ぎ澄ましたものとする一

方、人と人、地域と地域のつながり・支え合いから新たな価値観、個性を育

み、生活満足度の向上と社会経済活動の安定・高度化を実現するためのまち

づくり施策の推進に、果敢に取り組んでまいります。 

 行財政改革につきまして、これまで３次にわたる行財政改革大綱の策定

により、市税収納率の向上、経常的経費や地方債残高の縮減及び計画的な職

員数の管理等を行い、健全財政の堅持に努めてまいりました。 

そして、今般、将来にわたる持続可能な行財政運営の下で市民福祉の増進

を図り、第３次総合計画に掲げる将来像の実現を確実なものとするため、令

和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間とする「第４次行財政改

革大綱」を策定しました。この大綱では、「歳入確保の推進」、「歳出の効果

的かつ効率的な実行」及び「職員の育成と組織力の強化」の３つを基本方針

に定め、従来からの取組を一層効率的・効果的に推進するとともに、官民連

携して創意工夫を図りながら、新たな取組を適切に推進してまいります。 

公共施設再配置につきまして、改修のための財政負担や人口構造の変化

に伴う機能の見直しが課題となり、公共施設マネジメントを取り巻く環境

は厳しさの度を増しております。施設の長寿命化をはじめ、改修のあり方や

再編、再配置について、様々な角度から検討してまいります。 
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頻発する集中豪雨や年末年始に襲来した豪雪など、近年、自然災害リスク

が急激に高まっています。加えて、新型コロナウイルス感染症といったパン

デミック等の脅威に備え、平時から具体的かつ実効的な対策を練り上げて

おくことは、個人と社会の安全、安心を担保するためには不可欠な要件です。

このため、従来の取組に加え、感染症対策の視点も取り入れた「防災」と「減

災」の推進、さらには多種多様な災害に迅速に対応する災害対応力の充実強

化を図ってまいります。 

 

４．令和４年度当初予算編成方針について 
令和４年度当初予算編成方針につきまして、国の状況などをふまえて、説

明をさせていただきます。 

まず、国の予算についてですが、令和４年度は、「新型コロナウイルス感

染症への対応に万全を期すとともに、成長と分配の好循環による新しい資

本主義の実現を図るための予算」として、予算規模は 107兆 5,964億円と、

前年度に比べ 9,867億円の増となっています。 

また、地方財政対策の通常収支分につきましては、社会保障関係費の増加

が見込まれる中、地域社会のデジタル化や公共施設の脱炭素化の取組等の

推進、消防・防災力の一層の強化等に取り組みつつ、安定的な財政運営を行

うことができるよう、地方交付税等の一般財源総額は、令和３年度を 203億

円上回る額を確保することとされています。 

主な地方財政対策としましては、地方団体が、引き続き公共施設等の適正

管理に積極的に取り組んでいけるよう、「公共施設等適正管理推進事業費」

が令和８年度まで継続され、省エネルギー・再生可能エネルギー等の導入を

推進するための脱炭素化事業が新たに計上されています。また、すべての地

域がデジタル化によるメリットを享受できるよう地域社会のデジタル化を

一層推進するための「地域デジタル社会推進費」が令和４年度におきまして

も引き続き 2,000億円が計上されることとされています。 

このような国の予算や地方財政対策などを注視しながら編成しました、

朝来市の令和４年度の一般会計予算は 202 億 5,000 万円としており、骨格

予算として編成した前年度当初予算額 187億 3,000万円と比較して、15億

2,000万円、8.1％の増となっています。  

また、令和３年６月補正後の肉付け予算 199億 9,530万円と比較して、2

億 5,470万円、1.2％の増となっています。 

一般会計予算のうち、歳入の主なものの状況ですが、まず、市税は、市民
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税におきまして景気のゆるやかな回復等の影響により個人市民税、法人市

民税ともに若干の増収を見込んでいますが、固定資産税の償却資産分の減

収を見込んだ結果、市税全体では、前年度より 7,600万円少ない 41億 1,445

万円としています。 

地方交付税は、地方財政計画では 3.5%の増とされていますが、普通交付

税は、臨時財政対策債振替額との調整を考慮して、前年度と比較して 4 億

7,000万円増の 66億 3,000万円、特別交付税は、前年度と同額の 10億円を

見込み、地方交付税総額では 76億 3,000万円としています。 

市債は、臨時財政対策債の発行可能額の大幅な減があるものの、道路橋梁

新設改良事業債、市営住宅等整備事業債の発行などにより、前年度に比べ、

1億 3,010万円増の 9億 2,450万円を予算措置しています。 

歳入の確保につきましては、地方財政計画等に基づき、適切に予算措置し

ておりますが、なお不足する 4 億 5,000 万円につきましては、財政調整基

金繰入金で対応することにより、収支均衡を図る予算としています。 

将来にわたって効率的で健全な行財政運営を実現するため、行財政改革

の推進、将来を見据えた公共施設の再配置や適正管理などに真摯に取り組

み、より健全な財政運営を推進してまいりたいと考えております。 

議員各位と市民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

５．令和４年度の主な施策・事業等について 
 市政運営の基本的な考え方において申し上げましたとおり、第３次総合

計画及び第４次行財政改革大綱に基づき取り組む中で、令和４年度におき

ましては、「幸せと暮らしを守る道のり予算」として、「子育て・教育支援の

充実」、「高齢者・障害者への福祉支援の充実」、「農林業の振興と地域経済の

活性化」をテーマに編成し、新規 20 事業、拡大 11 事業の各種施策に取り

組んでまいります。 

その実現に向け市組織再編を行い、行政課題に的確に対応し効率的な事

務執行体制を整え取り組んでまいります。 

 

それでは、第３次総合計画の６つのありたいまちの姿、基本計画の体系に

基づき、令和４年度の主要な事業等について申し上げます。 

 

はじめに１つ目、【「やりたい」につながる多様な学びで、未来をつくる

「人」を育む】について申し上げます。 
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児童・生徒がふるさとの豊かな自然や伝統文化、地域の人々に触れる体験

を通して、「生きる力」や「ふるさとを愛する心」を育むため、特色ある学

校づくりに取り組みます。また、様々な教育活動においてＩＣＴ機器を効率

的・効果的に利活用できる学習環境の整備・充実を図るとともに、朝来市の

宝である子供たちが安心・安全で健やかに成長できる環境づくりに取り組

みます。 

 

何らかの理由により学校へ行けない等の状態となった児童・生徒の新た

な居場所として設置した適応指導教室「すまいるルーム」を活用し、社会的

自立に向けたサポートの充実を図ります。 

 

学校施設等長寿命化計画に基づき、山口小学校、糸井小学校の屋内運動場

の大規模改修に向けた建物調査、設計を進めます。 

 

市民の運動機能の向上や高齢者の生きがいづくりの場として全天候型運

動施設について、対象地の調査を実施し、検討を進めます。 

  

すべての人の人権が尊重され、多様性を認め合いながら誰もが自分らし

く生きることができる地域社会の実現に向け、男女共同参画の推進、同和問

題をはじめとするあらゆる差別の解消、また、インターネットによる人権侵

害や性的マイノリティに対する偏見などの新たな人権課題に対する人権教

育や啓発活動を推進します。 

 

子どもから大人まで市民が芸術・文化に触れ親しむ機会づくりとして、あ

さご芸術の森美術館での企画展、文化会館の自主文化事業に加え、新たに芸

術文化観光専門職大学との連携事業に取り組みます。 

 

築 30年が経過している和田山ジュピターホールについては、大規模改修

に取り組みます。 

 

次に２つ目、【人と自然が共生しながら地域で循環する産業を確立する】

について申し上げます。 

農業従事者の著しい高齢化や担い手不足などの課題解決、そして「儲ける

農業」を実現するため農産物のブランド化等、魅力ある産業としての農業の
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推進に取り組みます。 

 

新たな担い手確保を目的とした新規就農希望者研修費補助事業、効率的

な農業生産活動や農業を基軸とした地域活性化に向けた夜久野高原の開発

及び整備に取り組みます。 

 

森林・林業施策の方針となる森林ビジョンを策定するとともに、手入れが

行き届かない奥地の山林間伐等の管理事業、農林業の被害防止、軽減を目的

とした有害鳥獣対策に取り組みます。 

 

コロナ禍において市内経済においても様々な業種で影響が出ており、こ

うした困難を乗り切ることができるよう様々な支援を進めるとともに、持

続可能な商工業の発展のために企業誘致や雇用創出に取り組みます。 

 

まちの顔となる拠点地区への店舗誘致や事業者誘致を促進するための土

地造成費の補助、多様な働き方に対応できるサテライトオフィスの開設補

助などに取り組みます。 

 

新たな観光展開を図るためＧＰＳ機能を活用した観光地における行動、

動態の基礎調査を行い、新たな観光プロモーションの取組に活用します。朝

来市観光協会の組織強化を行い、観光推進を図ります。 

 

自転車を活用した観光地域づくりとして、「道の駅あさご」にサイクリン

グ・レンタサイクルの拠点を整備し、地域おこし協力隊と連携してイベント

等を実施します。 

 

ＪＲグループ６社と兵庫県、ひょうご観光本部が実施する兵庫県に集中

的に誘客する国内最大級の観光キャンペーン「2023 年兵庫デスティネーシ

ョンキャンペーン」のプレイベントに連携して取り組みます。 

 

日本遺産について、平成 29年４月、「播但貫く 銀の馬車道 鉱石の道」

のストーリーが日本遺産に認定され、令和４年度が日本遺産認定５周年と

なることを契機として、公園等の整備、企画展の開催及び記念イベントの実

施等により、日本遺産のさらなる認知度向上と活用に向けた市民参加の機
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運醸成を推進します。 

 

「人と自然との共生」のシンボルであるオオサンショウウオが棲むまち

として、世界に誇れる自然環境を保全するため生野町黒川エリアの自然環

境保護に関する基本構想を策定します。延期になっていた「日本オオサンシ

ョウウオの会朝来大会」をＮＰＯ法人日本ハンザキ研究所と共催で開催し

ます。 

 

国の 2050年カーボンニュートラル宣言を踏まえ、朝来市地球温暖化対策

実行計画(事務事業編)の改定を行い、自治体が取り組むべき脱炭素社会を

目指します。 

 

次に、３つ目【多様なつながり・交流を育み、地域力をより高める】につ

いて申し上げます。 

若者、子育て世代の移住・定住を促進するため、地域自治協議会やあさご

暮らし移住サポーターによる移住希望者への相談会のほか、体験住宅利用

による朝来暮らし体験事業、空き家バンク事業や移住された方々が安心し

て地域で生活できる支援に取り組みます。 

 

地域の課題解決や活性化を図るため、現在活動している地域おこし協力

隊６名に加え、オオサンショウウオを活かした地域活性化を目的とした地

域おこし協力隊員を新たに１名配置します。 

 

地域等が自主的に実施する地域内の環境改善活動や各種団体が行う地域

づくり、コミュニティ活動に対する支援を行います。 

 

次に４つ目【誰もが居場所や役割を持ち、健幸で心豊かな暮らしを実感

できる】について申し上げます。 

核家族化や移住等による「子育て」に関わる環境の変化の中で、子育てを

助け合う地域相互援助活動を支えるため、子育ての援助を受けたい人と行

いたい人が会員となるファミリー・サポート・センターを設置します。セン

ターには、ファミリー・サポート・アドバイザーを配置し、円滑な援助活動

が行えるよう取り組みます。 
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子育てに関する総合相談窓口である「子育て世代包括支援センター」にお

いて、専任職員である助産師を中心に、妊娠や出産、子育てに関する様々な

相談に対応するとともに、アプリやＳＮＳを活用して積極的に情報発信し、

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に取り組みます。 

 

身体上の障害があり日常生活を営むのに支障がある身体障害者(児)に対

して、訪問入浴サービス事業を実施し、介護者の身体的及び精神的な負担軽

減を図ります。 

 

介護における居宅サービスの充実を図るため、サービス提供事業者に対

して開設準備経費、人件費の一部補助を行い、24 時間の在宅ケアを受ける

ことができる定期巡回・臨時対応型の訪問介護看護サービスの充実を図り

ます。 

 

ひきこもり状態にある当事者や家族等を支援することにより、自立と社

会参加を促進するとともに、訪問活動・相談支援・居場所の提供など、ひき

こもり支援の充実を図ります。 

 

従来の総合健診の検診項目に新たに胃がんリスク検診を追加し、胃の健

康状態や胃がん発生リスクを確認することで、定期的な胃がん検診の受診

を推奨し、市民の健康増進を図ります。 

 

手話は「言語」であるとの理解を深め、市民が手話に関心や親しみが持て

るよう手話に触れる機会、学べる機会の充実、普及啓発に取り組むとともに、

安心して市役所を利用いただけるため、手話通訳者を配置します。 

 

コロナ禍における高齢者の集い等の開催が減少していることを踏まえ、

老人クラブ等の活動団体へ健康づくり活動の促進を目的として支援を行い

ます。 

 

次に５つ目、【市民の暮らしを支える安全・安心な都市基盤を持続する】

について申し上げます。 

身近で安心して遊べる場所づくりとして、温水プールくじら前に幼児を

対象とした遊具を完備したキッズパークの整備や琵琶の丸健康公園の遊具
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等の再整備をするとともに、朝来体育館前の遊具整備、日曜日に安心して遊

べる親子の居場所・遊び場づくりに取り組みます。 

 

地域公共交通網形成計画に基づき、路線バスやコミュニティバス(アコバ

ス)をはじめとする地域公共交通の利便性・効率性の向上を図りつつ、持続

可能な地域公共交通を維持確保するとともに、地域の実情に応じた新たな

移動手段の導入を検討します。 

 

公営住宅等長寿命化計画に基づき、枚田市営住宅の外壁断熱の改善工事

などを実施し、適切な住環境の提供に努めます。 

 

自然災害が多発するなかで、市民の安全を確保するため土砂災害危険度

分布図を住宅地図データと重ね合わせ、より詳細な地域単位での避難情報

等の発令を可能とする災害情報システムを導入します。消防団活動におい

て消防車両の運転に必要な免許取得等に対する助成を行い、災害現場への

迅速な出動が図れるよう取り組みます。 

 

市民生活の基盤である道路交通の安全確保、橋梁長寿命化計画に基づく

点検及び補修工事、国土調査法に基づく地籍調査事業に取り組みます。また、

大雪に対する危機管理、除雪体制についても見直しを進めます。 

 

駅周辺の活性化など様々な効果が期待できる和田山駅南北自由通路等に

ついて引き続き検討を進めます。 

 

クリーンセンター和田山事業所の老朽化に伴い、住みよい住環境を維持

するためのし尿処理施設の今後の在り方について検討を進めます。 

 

供用開始から 20年が経過し老朽化が進んでいる斎場「やすらぎ」につい

て、修繕等を含め安全・安心な施設運営に努めます。 

 

次に６つ目、【まちの動きや情報を戦略的につなぎ、効率的で健全な行財

政運営を実現する】について申し上げます。 

デジタル社会の構築に向けた取組をスタートさせるため「デジタル戦略

課」を設置します。国の「自治体デジタル・トランスフォーメーション(Ｄ
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Ｘ)推進計画」の方針を踏まえながら、市民の利便性の向上や業務の効率化

を図るための方針策定等に取り組みます。 

 

市ホームページをリニューアル更新するとともに、市公式ＬＩＮＥのセ

グメント配信システム、県との共同事業によるＡＩチャットボットの構築

に取り組みます。 

 

ふるさと寄附制度を活用し市が誇る地域資源の認知度を向上させるとと

もに、いただいた貴重な財源を有効活用し、効果的な事業実施に取り組みま

す。 

 

生野庁舎等整備について、基本設計業務に引き続き実施設計業務に取り

組みます。 

 

旧朝来梁瀬医療センター跡地について、公立豊岡病院組合が建物の解体

等を実施する環境整備工事の事業費を負担するとともに、解体後の跡地利

活用の検討を進めます。 

 

 その他、新型コロナウイルス感染症対策関連に必要な予算を計上し、事業

に取り組みます。 

 

以上、市政運営に関する私の所信の一端と令和４年度における主な施策

や事業について申し上げまして、令和４年度の施政方針といたします。 

議員各位並びに市民の皆様には、今後とも本市の市政運営にあたりご理

解とご協力を心よりお願い申し上げます。 
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